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神 

殿 

例 

祭 

の 

御 

案 

内 
   

 

十
一
月
十
九
日
恒
例
に
よ
る
神
社
庁 

神
殿
例
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

 
 

天
照
坐
皇
大
御
神
を
始
め
、
県
内
各 

神
社
の
御
祭
神
並
び
に
、
国
学
の
四
大 

人
（
荷
田
春
満
大
人
、
賀
茂
真
淵
大
人
、 

本
居
宣
長
大
人
、
平
田
篤
胤
大
人
）
の
御 

前
に
、
日
頃
の
御
神
恩
に
感
謝
申
し
上 

げ
、
皇
室
の
弥
栄
と
我
が
国
内
外
の
平 

穏
、
産
霊
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
祭
典
で 

あ
り
ま
す
。 

 
 

つ
き
ま
し
て
は
、
標
記
の
通
り
斎
行 

致
し
ま
す
の
で
、
神
職
は
も
と
よ
り
、
下 

記
役
職
を
兼
ね
て
お
ら
れ
る
皆
様
は
御 

参
列
賜
り
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
上 

げ
ま
す
。 

   

  

一
、
期 

日 

 

令
和
四
年
十
一
月
十
九
日
（
土
） 

午
後
三
時
斎
行 

一
、
場 

所 

 

平
和
会
館
三
階
「
神
殿
の
間
」 

一
、
案 

内 

 

神
社
庁
役
員
、
監
事
、
協
議
員 

 

教
化
委
員
、
研
修
所
講
師
、
支
部
長 

 

支
部
幹
事
、
大
麻
幹
事 

 

県
総
代
会
役
員
、
評
議
員 

 

総
代
会
支
部
長
、
各
指
定
団
体
会
長 

 

ほ
か
管
内
神
職 

    

 

行
事
予
定  

十
月 

 
 

六
日 

第
五
十
七
回 

全
国
神
社
総
代
会
大
会 

於
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル 

 
 

九
日 

鏡
神
社
秋
季
例
大
祭 

 

十
二
日 

佐
嘉
神
社
例
祭 

 
 

 
 

 

東
松
浦
地
区
西
支
部
神
宮
大
麻
・ 

暦
頒
布
始
奉
告
祭 

 

於
玄
海
町
町
民
会
館 

 
 

 
 

 

佐
賀
縣
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭 

前
夜
祭 

 

十
三
日 

神
社
本
庁
評
議
員
会 

於
本
庁 

佐
賀
縣
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭 

（
～
十
四
日
） 

 

十
九
日 

稲
佐
神
社
例
祭 

二
十
三
日 

與
賀
神
社
例
祭 

二
十
五
日 

神
社
庁
役
員
会 

二
十
六
日 

伊
萬
里
神
社
御
鎮
座
一
千
二
百 

五
十
年
記
念
奉
祝
祝
賀
会 

 

 

第 2８９号  

★
発
行
者 

佐
賀
県
神
社
庁 

 
 

 
 

 
 

庁
長 

德 

久 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

佐
賀
市
川
原
町
八
番
二
七
号 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 

 
 

 
h
i
z
e
n
.
s
a
g
a
k
e
n
-
j
-
c
h
o
u
 

@
s
h
o
r
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 

 

◇
◆
後
日
お
届
け
す
る
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
て
出
欠
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
 

 

直
会
準
備
の
都
合
上
、
十
一
月
十
一
日
（
金
）
迄
に
投
函
願
い
ま
す
。 
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於
伊
萬
里
迎
賓
館 

二
十
九
日 

三
養
基
地
区
支
部
神
宮
大
麻
・
暦 

頒
布
始
奉
告
祭 

於
千
栗
八
幡
宮 

十
一
月 

 
 

八
日 
佐
賀
地
区
第
二
支
部
南
神
宮
大 

麻
・
暦
頒
布
始
奉
告
祭 於

大
堂
神
社 

 
 

九
日
～
階
位
検
定
試
験 

於
福
岡
県
神
社
庁
ほ
か 

 

十
七
日 

庁
長
・
総
代
会
長
会 

於
鹿
児
島
県 

 

十
九
日 

神
社
庁
神
殿
例
祭 

於
平
和
会
館 

 

 

去
る
九
月
五
日
（
月
）
か
ら
九
日
（
金
）
に

か
け
て
令
和
四
年
度
九
州
地
区
中
堅
神
職
研

修
（
乙
）
が
佐
嘉
神
社
記
念
館
を
主
会
場
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。 

 

本
研
修
は
、
「
神
社
界
の
中
堅
と
な
る
べ
き

神
職
の
教
養
を
培
ふ
と
と
も
に
特
に
神
社
庁

の
運
営
の
基
礎
能
力
を
養
ふ
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
、
当
県
で
は
平
成
二
十
四
年
以

来
の
開
催
と
な
っ
た
。
当
県
を
始
め
、
九
州
各

県
よ
り
十
七
名
が
受
講
し
、
十
六
名
が
修
了
。 

研
修
実
施
に
あ
た

り
会
場
を
提
供
戴
い

た
佐
嘉
神
社 

佐
野

安
正
宮
司
を
始
め
、

與
止
日
女
神
社 

山

﨑
隆
臣
宮
司
、
ま
た

各
講
義
に
出
向
戴
い

た
研
修
所
講
師
各
位

に
は
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

去
る
九
月
十
二
日
（
月
）
～
十
三
日
（
火
）

に
ホ
テ
ル
龍
登
園
に
お
い
て
令
和
四
年
度
国

民
精
神
昂
揚
運
動
合
同

研
修
会
が
、
参
加
者
は
例

年
の
半
数
程
度
に
留
ま

っ
た
が
、
三
年
ぶ
り
に
一

泊
二
日
と
い
う
従
来
と

同
じ
日
程
で
開
催
さ
れ

た
。 

 

午
後
一
時
半
よ
り
国

旗
儀
礼
の
後
、
開
講
式
が

行
わ
れ
、
午
後
二
時
よ
り
神
社
本
庁
本
宗
奉
賛

部
長
湯
澤
豊
先
生
よ
り
「
神
宮
大
麻
全
国
頒
布

一
五
〇
周
年
記
念―

全
国
の
神
社
が
な
ぜ
神

宮
大
麻
を
頒
布
す
る
の
か
ー
」
と
題
し
て
九
十

分
二
コ
マ
の
御
講
演
を
戴
い
た
。 

 

そ
の
後
、
午
後
六

時
半
よ
り
は
、
感
染

対
策
を
講
じ
た
上
で

の
懇
親
会
を
開
催
し
、

参
会
者
は
久
し
ぶ
り

に
交
流
を
深
め
た
。 

 

翌
十
三
日
は
、
午

前
七
時
半
よ
り
朝
拝

行
事
を
行
い
、
與
止

日
女
神
社
山
﨑
隆
臣

宮
司
が
奉
仕
。
参
会
者
一
同
に
て
大
祓
詞
を
奏

上
の
後
、
玉
串
を
捧
げ
国
旗
を
通
し
て
拝
礼
。

そ
の
後
の
講
演
は
、
先
ず
自
衛
隊
の
日
頃
の
活

動
に
か
か
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
、
引
続
く
講
演
で

は
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
外
交
評
論
家
の
ナ

ザ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
先
生
よ
り
「
自
由
を

守
る
戦
い
」
と
題
し
て
講
演
戴
き
、
本
年
二
月

よ
り
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

実
情
を
詳
し
く
聴
き
、
終
了
に
際
し
て
は
聖
寿

万
歳
を
奉
唱
し
、
無
事
に
二
日
間
に
亙
る
全
日

程
を
終
え
た
。 

令
和
四
年
度 

九
州
地
区
中
堅
神
職
研
修
（
乙
）
開
催 

令
和
四
年
度 

国
民
精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会
開
催 
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九
月
十
五
日
、
神
社
庁
に
お
い
て
神
道
青
年

会
の
奉
仕
に
よ
り
、
本
年
度
の
神
宮
大
麻
暦
奉

送
が
行
わ
れ
、
神
宮
に
て
奉
製
さ
れ
た
神
宮
大

麻
を
県
内
支
部
毎
に
仕
分
け
さ
れ
た
。 

 

今
後
は
、
各
支
部
・
神
社
に
て
頒
布
始
奉
告

祭
が
順
次
斎
行
さ
れ
、

県
下
各
家
庭
に
向
け

て
頒
布
活
動
が
行
わ

れ
る
。 

 

奉
仕
戴
き
ま
し
た

神
道
青
年
会
会
員
各

位
に
お
か
れ
て
は
、

こ
の
紙
面
を
借
り
て
、

改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

 

去
る
九
月
二
十
二
日
、
平
和
会
館
三
階
「
神

殿
の
間
」
に
お
い
て
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。 

 

斎
主
に
は
村
田
副
庁
長
、
神
道
青
年
会
よ
り

宮
田
彩
子
陶
山
神
社
禰
宜
、
川
浪
雅
英
新
北
神

社
権
禰
宜
、
永
代
優
仁
妻
山
神
社
禰
宜
が
祭
員

と
し
て
奉
仕
し
た
。
当
日
は
、
德
久
神
社
庁
長
、

南
里
総
代
会
長
を
始
め
、

五
十
五
名
が
参
列
し
、

祭
典
は
次
第
に
則
り
斎

行
さ
れ
た
。
祝
詞
奏
上

の
後
の
「
神
宮
大
麻
授

受
」
で
は
、
斎
主
よ
り

神
社
庁
長
へ
、
神
社
庁

長
か
ら
総
代
会
長
へ
授

受
が
な
さ
れ
た
。 

 

祭
典
に
引
続
き
、
南

里
総
代
会
長
よ
り
県
下
十
三
支
部
の
総
代
会

支
部
長
へ
神
宮
大
麻
・
暦
が
手
交
さ
れ
、
各
支

部
へ
と
頒
か
た
れ
た
。 

 

本
年
は
、
神
宮
大
麻

全
国
頒
布
百
五
十
周

年
に
あ
た
り
、
記
念
表

彰
伝
達
式
が
併
せ
て

行
わ
れ
、
各
被
表
彰
支

部
、
頒
布
従
事
者
、
特

別
の
協
力
団
体
へ
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
德

久
神
社
庁
長
よ
り
伝

達
さ
れ
た
。 

 

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
記
念
表
彰 

一
、
支 

 

部 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
北 

 

小
城
地
区
支
部 

 
 

 
 

一
、
頒
布
従
事
者 

七
郎
神
社 

宮
司 

百
枝 

直
人 

八
幡
神
社 

宮
司 

北
島 

 

巖 

八
幡
神
社 

宮
司 

小
野 

康
行 

櫛
田
宮 

宮
司 

執
行 

安
正 

天
子
神
社 

宮
司 

北
村 

建
治 

妻
山
神
社 

宮
司 

永
代
龍
三
郎 

天
山
社 

宮
司 

円
城
寺
雄
二 

仁
比
山
神
社 

宮
司 

朝
日 

晃
司 

新
北
神
社 

 

責
任
役
員

総
代
会
長 

垣
内 

利
秋 

髙
志
神
社 

総
代 

古
賀 

安
行 

綾
部
八
幡
神
社 

総
代 

井
上 

和
幸 

乙
宮
神
社 

総
代
会
顧
問 

南
里 

和
幸 

諏
訪
神
社 

総
代
会
長 

川
上 

文
伴 

妙
見
神
社 

総
代 

平
澤 

義
三 

天
満
宮 

総
代 

内
田 

泰
久 

曲
川
神
社 

総
代
会
長 

空
閑 

尊
一 

八
幡
宮 

総
代
会
長 

三
谷 

英
史 

稲
佐
神
社 

責
任
役
員 

片
渕 

義
房 

味
嶋
神
社 

総
代
会
長 

宮
﨑 

繁
則 

天
満
神
社 

総
代
会
長 

平
川 

哲
男 

 

一
、
特
別
な
協
力
団
体 佐

賀
県
神
社
総
代
会 

 

佐
賀
県
敬
神
婦
人
会 

 

佐
賀
県
神
道
青
年
会 

 

 

※
被
表
彰
者
で
、
欠
席
の
方
の
表
彰
状
・
記
念

神
宮
大
麻
奉
送 

令
和
四
年
度 

神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭 
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品
は
、
各
支
部
に
お
送
り
致
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
支
部
で
の
頒
布
始
奉
告
祭
の
折
等
に
伝
達

戴
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

神
宮
参
与
・
同
評
議
員
会
開
催 

 
 

 
 

 

 

九
月
二
十
八
日
（
水
）
～
二
十
九
日
（
木
）

に
か
け
て
三
年
ぶ
り
と
な
る
「
神
宮
参
与
・
神

宮
評
議
員
会
」
が
伊
勢
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

当
県
か
ら
は
徳
久
庁
長
以
下
、
総
勢
九
名
が

参
加
し
、
秋
の
伊
勢
を
訪
れ
両
正
宮
の
参
拝
を

含
め
、
二
日
間
の
日
程
を
終
え
た
。 

 

神
宮
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
本
年
が
改
選
に

あ
た
り
、
十
二
月
三
日
に
現
評
議
員
の
任
期
が

満
了
し
、
十
二
月
四
日
よ
り
新
た
な
任
期
が
始

ま
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

佐
賀
県
神
社
庁
管
内
に
於
い
て
は
、
神
宮
当

局
よ
り
二
十
名
の
評
議
員
枠
が
示
さ
れ
て
お

り
、
神
社
庁
役
員
七
名
（
庁
長
は
参
与
）
、
支

部
長
十
三
名
を
推
薦
し
、
委
嘱
を
受
け
る
こ
と

が
慣
例
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
期
新
た
に
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
方
々

に
は
、
来
期
よ
り
神
宮
評
議
員
に
も
委
嘱
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
点
御
承
知
置
き
を
戴

き
、
引
続
き
神
宮
奉
賛
活
動
へ
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

事
務
連
絡  

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
附
教
化
発
第
一
〇
一
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
四
年
度
家
庭
祭
祀
啓
発
チ
ラ
シ
送
付 

の
件 

 

標
記
の
件
、
例
年
の
通
り
神
宮
大
麻
頒
布
活

動
等
の
一
助
と
な
る
や
う
作
成
致
し
ま
し
た
。

特
に
、
本
年
は
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
年

に
あ
た
る
た
め
、
神
宮
大
麻
の
歴
史
に
つ
い
て

簡
単
に
記
載
し
て
を
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
御
参
考
ま
で
に
見
本
紙
一

〇
〇
部
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、
管
内
の
神

宮
大
麻
頒
布
促
進
や
家
庭
祭
祀
の
振
興
の
た

め
に
積
極
的
に
活
用
方
御
推
奨
戴
き
た
く
お

願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
尚
、
各
神
社
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
左
記

の
通
り
対
応
致
し
ま
す
が
、
申
込
期
限
は
令
和

五
年
二
月
末
日

と
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
チ
ラ

シ
は
、
『
月
刊
若

木
』
九
月
号
に
附

録
と
す
る
他
、
神

職
専
用
サ
イ
ト

に
て
印
刷
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
掲
載
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
チ
ラ
シ 

 
 

 

家
庭
祭
祀
啓
発
チ
ラ
シ 

Ａ
４
判 

両
面
四
色
刷
上
質
紙 

一
、
注
文
方
法 

 
 

 

別
添
注
文
書
に
左
記
の
必
要
事
項
を 

明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
Ｐ 

Ｄ
Ｆ
で
添
付
）
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 

注
文
書
専
用
メ
ー
ル
送
付
先 

 
 

 
k
a
te

i
@j

i
nj

a
ho

n
ch

o
.o

r
.j

p
 

 
 

 

尚
、
注
文
用
紙
は
『
月
刊
若
木
』
九
月 

号
に
同
封
す
る
と
共
に
神
職
専
用
サ 

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
を
り
ま
す
。 

【
記
入
事
項
】 

①
注
文
者
（
氏
名
・
神
社
名
・
郵
便
番
号
・
住 

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
） 

②
納
品
先
（
注
文
者
と
異
な
る
場
合
は
記
載
願 

ひ
ま
す
。） 

③
数
量
（
一
〇
〇
部
単
位
。
別
添
料
金
表
に
無 

い
数
量
の
注
文
は
、
別
途
お
問
合
せ
下
さ 

い
。） 

④
名
入
れ
等
の
印
刷
の
有
無 

⑤
折
加
工
の
有
無
（
名
入
れ
印
刷
が
あ
る
場
合 

の
み
受
付
し
ま
す
。
折
加
工
は
別
途
加
料

金
が
掛
り
ま
す
。
二
つ
折
、
三
つ
折
、
四
つ

折
か
ら
お
選
び
下
さ
い
。 

※
・
名
入
れ
印
刷
の
場
合
は
、
本
庁
よ
り
取
扱 

ひ
業
者
へ
委
託
し
、
チ
ラ
シ
の
作
製
を
行 

ひ
ま
す
。
そ
の
際
に
業
者
よ
り
注
文
者
へ 
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校
正
を
お
願
ひ
し
ま
す
。 

・
名
入
れ
印
刷
の
納
期
は
、
校
了
日
（
校
正 

終
了
日
）
か
ら
約
四
～
六
営
業
日
を
要 

し
ま
す
。 

一
、
申
込
期
限 

 
 

 

令
和
五
年
二
月
末
日
迄 

一
、
頒
価 

 
 

 

名
入
れ
印
刷
代
・
折
加
工
代
（
別
添
料 

金
表
参
照
）
の
実
費
と
送
料
が
着
払
ひ 

と
な
り
ま
す
。
印
刷
料
金
は
印
刷
所
の 

状
況
に
よ
り
、
若
干
の
変
動
が
生
じ
ま 

す
。 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

神
職
専
用
サ
イ
ト
の
印
刷
用
デ
ー
タ 

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
各
々
で
編
集
し
、 

家
庭
用
プ
リ
ン
タ
や
ネ
ッ
ト
印
刷
業 

者
に
発
注
し
て
印
刷
す
る
こ
と
も
可 

能
で
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
九
月
二
日
附
教
化
発
第
一
〇
四
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
地
域
の
伝
統
行
事
等
の
た
め
の
伝
承
事
業 

（
公
開
支
援
）
」
実
施
に
つ
き
活
用
方
推
奨 

の
件 

 

標
記
の
件
、
左
記
の
通
り
文
化
庁
が
行
ふ

「
地
域
の
伝
統
行
事
等
の
た
め
の
伝
承
事
業

（
公
開
支
援
）
」
に
つ
い
て
相
談
窓
口
が
設
置

さ
れ
伝
統
行
事
等
に
各
種
の
支
援
が
行
は
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
管
内
神
社
に
周
知
戴
き
、

本
事
業
の
有
効
な
活
用
を
賜
り
ま
す
や
う
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
の
指

定
神
社
、
推
進
拠
点
に
対
し
て
は
別
添
の
通
り

通
知
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
概
要 

 
 

 

地
域
の
伝
統
行
事
や
民
族
芸
能
等
は
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影 

響
に
よ
り
、
行
事
等
の
開
催
が
困
難
と 

な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
な
状
況
に
対 

し
、
文
化
庁
の
令
和
三
年
度
補
正
予
算 

事
業
「
地
域
の
伝
統
行
事
等
の
た
め
の 

伝
承
事
業
（
公
開
支
援
）」
に
お
い
て
、 

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
全
国
の
伝
統
行 

事
等
の
保
存
会
な
ど
へ
技
術
提
供
を 

行
ふ
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
行
事
等
の
公 

開
を
支
援
す
る
も
の
。 

一
、
設
置
期
間 

 
 

 

相
談
窓
口
は
、
令
和
四
年
十
二
月
頃
ま 

で
開
設
予
定 

一
、
相
談
窓
口 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
日
本
郷
土
芸
能
協
会 

 
 

 

内 

 
 

 

地
域
の
伝
統
行
事
等
の
た
め
の
伝
承 

事
業
（
公
開
支
援
）
事
務
局 

 
 

 

電
話
〇
三-

六
八
九
一-

九
四
五
七 

 
 

 

受
付
時
間 

月
～
金
曜
日 

午
前
十 

時
～
午
後
六
時
（
土
・
日
・
祝
日
休
） 

一
、
支
援
対
象 

 
 

 

１
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
指
定
さ
れ 

た
無
形
民
俗
文
化
財 

 
 

 

２
、
未
指
定
の
伝
統
行
事
や
民
族
芸
能 

 
 

 
 

等 

一
、
支
援
内
容 

 
 

 

１
、
準
備
か
ら
伴
走
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン 

配
信
等
を
活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援 

 
 

 

２
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
入
場 

管
理
支
援 

 
 

 

３
、
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た 

映
像
制
作
と
情
報
発
信 

 
 

 

４
、
プ
ロ
に
よ
る
伝
統
行
事
等
の
撮
影 

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
発
信 

 
 

 

５
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
現
場
支
援 

 
 

 

６
、
機
材
貸
出
に
よ
る
技
術
サ
ポ
ー
ト 

 
 

 

７
、
開
催
地
沿
線
の
鉄
道
広
告
で
の
情 

報
発
信 

 
 

 

※
詳
細
は
別
添
チ
ラ
シ
・
相
談
窓
口 

Ｗ
ｅ
ｂ 

（h
tt

p
:
/
/d

e
nt

o
u
-
k
ou

k
ai

.
jp

/

） 

を
参
照
下
さ
い
。 

一
、
そ
の
他 
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・
来
年
三
月
ま
で
に
実
施
予
定
の
も
の 

に
つ
い
て
相
談
を
受
付
け
る
。 

 
 

 
・
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相 

談
窓
口
の
設
置
期
間
が
短
く
な
る 

こ
と
も
あ
る
。 

 
 

 

・
各
種
保
存
会
等
任
意
団
体
の
他
、
神 

社
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
る
。 

 
 

 

・
支
援
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象 

と
な
る
経
費
の
負
担
は
生
じ
な
い
。 

 
 

 

・
本
事
業
の
広
報
用
チ
ラ
シ
（
同
封
チ 

ラ
シ
）
の
追
加
が
必
要
な
場
合
に
は 

神
社
本
庁
教
化
課
ま
で
ご
相
談
下 

さ
い
。 

以 
上 

 

 

※
広
報
用
チ
ラ
シ
同
封
（
宮
司
） 

 

令
和
四
年
九
月
七
日
附
本
奉
発
第
六
一
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
宮
大
麻
啓
発
標
語
幟
旗
送
付
の
件 

 

標
記
の
件
、
神
社
本
庁
で
は
、
神
宮
大
麻
全

国
頒
布
百
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
募
集
・
決
定
し
た
神
宮
大
麻
啓
発
標
語
を
使

用
し
た
神
宮
大
麻
啓
発
幟
旗
を
作
製
致
し
ま

し
た
の
で
貴
庁
管
内
神
社
へ
配
布
戴
き
、
社
頭

等
で
掲
示
、
設
置
す
る
な
ど
御
活
用
下
さ
い
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
別
便
を
以
て
貴
庁
管
内
宮

司
分
と
貴
庁
見
本
分
（
十
枚
）
を
お
送
り
致
し

ま
す
の
で
、
お
取
り
計
ら
ひ
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
追
加
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

神
社
本
庁
本
宗
奉
賛
部
ま
で
御
連
絡
願
ひ
ま

す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
九
月
七
日
附
本
奉
発
第
七
七
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
宮
大
麻
啓
発
標
語
チ
ラ
シ
並
び
に
ポ
ス 

タ
ー
送
付
の
件 

 

標
記
の
件
、
神
社
本
庁
で
は
、
神
宮
大
麻
全

国
頒
布
百
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
募
集
・
決
定
し
た
神
宮
大
麻
啓
発
標
語
を
使

用
し
た
神
宮
大
麻
啓
発
チ
ラ
シ
並
び
に
ポ
ス

タ
ー
を
作
製
致
し
ま
し
た
。 

 
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
、
別
便
を

以
て
九
月
二
十
日
着
に
て
貴
庁
管
内
に
て
、

周
知
活
用
方
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

幟
旗
に
つ
い
て
も
、
同
日
着
に
て
お
送
り
し

ま
す
の
で
御
承
知
置
き
願
ひ
ま
す
。 

 

追
加
送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
神

社
本
庁
本
宗
奉
賛
部
ま
で
御
連
絡
願
ひ
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
チ
ラ
シ
送
付
数 

 

一
、
〇
〇
〇
枚 

一
、
ポ
ス
タ
ー
送
付
数 

五
〇
〇
枚 

以 

上 
 

 

       

                   

啓
発
標
語
幟
旗 

啓
発
標
語
チ
ラ
シ 

裏 表 

啓
発
標
語
ポ
ス
タ
ー 
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令
和
四
年
九
月
七
日
附
本
奉
発
第
八
〇
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
第
五
十
一
回
初
穂
曳
」
参
加
者
募
集
中
止 

の
件 

 

標
記
の
件
、
毎
年
十
月
十
五
日
に
実
施
し
て

を
り
ま
す
「
初
穂
曳
」
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年

度
の
奉
曳
は
、
地
元
の
伊
勢
神
宮
奉
仕
会
の
協

議
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
地
元
関
係
者
に
よ
り
執

り
行
は
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

例
年
行
っ
て
ゐ
る
奉
仕
者
の
募
集
を
中
止
致

し
ま
す
。 

 

尚
、
初
穂
の
献
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年

通
り
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
に
て
取
り
纏
め
を
致

し
ま
す
。
献
納
さ
れ
る
場
合
は
、
別
紙
参
照
の

上
、
十
月
五
日
（
水
）
必
着
で
お
送
り
下
さ
い
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
へ
そ
の
旨
御
周
知

の
程
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
九
月
十
四
日
附
教
化
発
第
一
〇
九
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
共
同
社
報 

令
和
四
年
秋
版
」
活
用
方
推 

奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
左
記
の
デ
ー
タ
を
作
製
し
、
神

職
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
貴

管
内
神
社
で
の
活
用
に
つ
き
推
奨
戴
き
ま
す

や
う
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
各
神
社
で
の
教
化
活
動
に
資

す
る
べ
く
様
々
の
デ
ー
タ
を
神
職
専
用
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
貴
管
内
神
職

に
は
本
サ
イ
ト
の
閲
覧
登
録
と
海
洋
に
つ
き
、

合
は
せ
て
推
奨
願
ひ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
作
製
物 

 
 

 

「
共
同
社
報 

令
和
四
年
秋
版
」 

Ａ
４
判 

カ
ラ
ー
両
面
刷 

 

Po
w
er

P
oi

nt

デ
ー
タ 

神
社
名
と
連 

絡
先
を
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
各 

神
社
の
社
報
を
作
製
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。 

左
記
部
分
の
文
字
の
入
力
、
差
替
へ
て 

の
プ
リ
ン
タ
ー
印
刷
が
可
能
で
す
。 

（
表
面
）
題
字
（
○
○
神
社
社
報 

令
和
四
年 

秋
版
）・
巻
頭
言
・
イ
ラ
ス
ト
・
顔
写 

真 

（
裏
面
）
神
社
連
絡
先
・
コ
ラ
ム
記
事
・
祈
祷 

案
内 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

教
化
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 

（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
教
化
課
） 

電
話
番
号 

〇
三-

三
三
七
九-

八
〇
一
六 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス k

y
ok

a
@
j
in

j
ah

o
nc

h
o.

o
r.

jp
 

以 
上 

 
 

 

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
附
広
国
発
第
一
三
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
氏
子
の
し
お
り
第
六
十
号
『
暦
に
ま
つ
わ
る 

季
節
の
ま
つ
り
』
発
行
の
件 

 

標
記
の
件
、
教
化
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て

新
た
に
「
氏
子
の
し
お
り
」
を
作
成
致
し
ま
し

た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
宛
に
同
誌
を
十
部
送

付
致
し
ま
す
の
で
御
活
用
戴
き
ま
す
と
と
も

に
、
左
記
の
通
り
頒
布
致
し
ま
す
こ
と
、
御
承

知
置
き
願
ひ
ま
す
。 

 

尚
、
管
内
神
職
各
位
へ
は
十
月
一
日
発
行
の

『
月
刊
若
木
』
第

八
八
〇
号
に
、
本

誌
発
行
に
か
か
る

紹
介
記
事
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
附

録
と
し
て
同
封
致

し
ま
す
の
で
、
あ

は
せ
て
御
承
知
置

き
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
頒
布
価
格 

 
 

 

神
社
庁
価
格 

六
九
三
円
（
税
込
・
十
部
） 

 
 

 

一
般
価
格 

七
七
〇
円
（
税
込
・
十
部
） 

 
 

 

※
申
込
み
は
十
部
単
位
と
な
り
ま
す
。 
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※
送
料
は
実
費
御
負
担
戴
き
ま
す
。 

一
、
取 

 

扱 

 
 

 
神
社
新
報
社 

 
 

 
電
話
〇
三(

三
三
七
九)

八
二
一
二 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三(

三
三
七
九)

八
二
一
三 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日
附
教
化
発
第
一
一
七
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
氏
子
意
識
啓
発
冊
子
『
氏
子―
氏
神
さ
ま
と 

の
か
か
わ
り
ー
』
発
行
の
件 

 

標
記
の
件
、
各
種
の
報
告
書
等
か
ら
氏
子
意

識
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
を
り
、
神
社
の
振

興
を
図
る
上
で
も
氏
子
を
結
集
し
た
共
同
体

意
識
の
涵
養
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
氏
子
意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
本
教
化

冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
教
化
資
材
を
御
活
用
戴

き
た
く
左
記
事
項
を
管
内
神
社
へ
周
知
戴
く

と
と
も
に
、
見
本
と
し
て
二
〇
部
を
送
付
し
ま

す
の
で
御
査
収
願

ひ
ま
す
。 

 

尚
、
本
資
材
に
つ

い
て
は
『
月
刊
若
木
』

十
月
号
付
録
と
し

て
、
紙
面
で
も
紹
介

し
て
を
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
教
化
資
材 

 
 

 

氏
子
意
識
啓
発
冊
子 

 
 

 

『
氏
子―

氏
神
さ
ま
と
の
か
か
わ
り
ー
』 

一
、
頒 

価 

 
 

 

無
料
（
送
料
は
、
神
社
庁
宛
は
無
料
、 

管
内
神
社
宛
は
着
払
ひ
と
な 

り
ま
す
） 

一
、
注
文
方
法 

 
 

 

希
望
部
数
、
発
送
先
住
所
、
電
話
番
号 

を
御
記
入
の
上
、
教
化
広
報
部
宛
に
メ 

ー
ル
で
御
注
文
願
ひ
ま
す
。 

（
メ
ー
ル
不
可
の
場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。
） 

メ
ー
ル 

k
y
o
ka

@
ji

n
ja

h
on

c
ho

.
or

.j
p
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三-

三
三
七
九-

八
二
九
九 

一
、
名
入
印
刷 

 
 

 
裏
表
紙
に
余
白
を
設
け
て
あ
り
、
神
社 

名
や
連
絡
先
等
の
ス
タ
ン
プ
押
印
、
名 

入
れ
印
刷
が
可
能
と
な
っ
て
を
り
ま 

す
。 

 
 

 

こ
の
余
白
部
分
に
神
社
名
等
の
名
入 

れ
印
刷
を
実
費
有
料
で
お
受
け
し
ま 

す
。
左
の
申
込
要
領
に
従
っ
て
申
込
み 

を
お
願
ひ
し
ま
す
。 

 

【
名
入
れ
印
刷
】 

■
申
込
書 

 

別
添
「
氏
子
意
識
啓
発
冊
子
名
入
れ
印
刷
申 

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
戴
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

■
料
金
（
何
れ
も
税
別
金
額
） 

 

①
印
刷
料
金
（
詳
細
は
別
添
案
内
の
通
り
・ 

一
、
〇
〇
〇
部
以
上
は
お
問
合
は
せ
下
さ 

い
） 

 
 

三
〇
〇
部
ま
で
二
、
五
〇
〇
円
・
四
〇
〇 

部
ま
で
三
、
〇
〇
〇
円 

 
 

五
〇
〇
部
ま
で
三
、
五
〇
〇
円 

 

②
版
代 

 
 

五
〇
〇
部
ま
で
五
、
五
〇
〇
円
・
一
、
〇 

〇
〇
部
ま
で
七
、
〇
〇
〇
円 

 
 

一
、
〇
〇
一
以
上
は
八
、
五
〇
〇
円 

 

③
発
送
作
業
費 

 
 

梱
包
一
個
あ
た
り
六
〇
〇
円 

 
 

※
一
箱
上
限
四
〇
〇
～
六
〇
〇
部
程
度 

①
～
③
の
合
計
金
額
に
送
料
実
費
・
代
引 

き
手
数
料
が
加
算
さ
れ
、
着
払
ひ
で
請
求 

さ
れ
ま
す
。 

■
備
考 

 

・
名
入
れ
印
刷
す
る
項
目
は
、
神
社
名
、
宮 

司
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
の
六
項
目
を
基
本
と
し
ま 

す
。 

 

・
印
刷
様
式
は
申
込
書
の
印
刷
サ
ン
プ
ル
に 

準
じ
て
印
刷
し
ま
す
。 

 

・
現
行
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
提
供
戴
け
れ 

ば
、
そ
の
ま
ま
入
稿
し
て
の
印
刷
も
承
り 
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ま
す
。 

 
・
納
期
は
校
了
日
（
校
正
終
了
日
）
か
ら
四 

～
六
営
業
日
が
目
安
と
な
り
ま
す
。 以 

上 
 

 

◇
◆
◇
教
化
委
員
た
よ
り
◆
◇
◆ 

鏡
神
社
宮
司 

重
藤 

薫
範 

 

今
回
は
、
共
同
社
報
の
活
用
に
つ
い
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

神
社
本
庁
神
職
専
用
サ
イ
ト
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
、
共
同
社
報
の
提
供
が
四
季
毎
に
提

供
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
編
集
・

活
用
で
き
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
編
集
は
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

い
う
ソ
フ
ト
で
編
集
し
ま
す
。
お
持
ち
で
な
い

方
は
ウ
ェ
ブ
版
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
無
料

（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
へ
の
登
録
等
が
必
要
）

で
使
用
で
き
る
様
で
す
。 

共
同
社
報
は
、
時
期
に
合
わ
せ
た
内
容
や
神

社
の
豆
知
識
な
ど
が
既
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、

神
社
名
や
連
絡
先
等
を
編
集
す
る
だ
け
で
社

報
と
し
て
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
様
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
記
事
の
一
部
を
、
神
社
状
況
に
合
わ
せ

た
編
集
や
校
正
が
可
能
で
す
。
編
集
可
能
部
分

に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
（
フ
ァ
イ
ル
）
を
開
く
と

説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

社
頭
掲
示
板
や
頒
布
用
に
複
数
枚
印
刷
し

て
社
頭
に
置
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
？ 

神
職
専
用
サ
イ
ト
に
つ
い
て 

神
職
専
用
サ
イ
ト
は
登
録
制
と
な
っ
て
お

り
、
若
木
の
最
終
頁
に
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
書
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
か
ら
で
す
と
よ
り
簡
単
に
登
録
閲
覧
す

る
事
が
可
能
で
す
。
登
録
時
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
番

号
は
月
刊
若
木
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
七

桁
の
番
号
が
印
字
し
て
あ
り
ま
す
。 

神
職
専
用
サ
イ
ト
は
共
同
社
報
の
他
に

様
々
な
情
報
や
強
化
広
報
の
チ
ラ
シ
の
デ
ー

タ
等
多
岐
に
わ
た
り
公
開
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。 神

職
専
用
サ
イ
ト
へ
の
登
録
を
是
非
と
も

し
て
頂
き
、
ご
活
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

研
修
修
了
報
告  

 

神
社
本
庁
総
合
研
究
所 

 

▽
中
央
研
修
会 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
四
年
八
月
十
日
（
水
） 

～
十
一
日
（
木
） 

計
一
日
間 

一
、
開
催
地 

 
 

 

ホ
テ
ル
・
フ
ブ
ラ
王
山 

一
、
修
了
者 

 
 

 

熊
野
神
社
宮
司 

石
橋 

明
彦 

計
一
名  

▽
神
社
庁
祭
祀
舞
指
導
者
養
成
研
修
会 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
四
年
九
月
二
日
（
金
） 

～
四
日
（
日
） 

計
二
・
五
日
間 

一
、
開
催
地 

 
 

 

國
學
院
大
學 

一
、
修
了
者 

 
 

 

陶
山
神
社
禰
宜 

宮
田 

彩
子 

  

山
口
県
神
社
庁
研
修
所 

 

▽
階
位
検
定
講
習
会
（
権
正
階
） 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
四
年
八
月
十
二
日
（
火
） 

～
九
月
十
二
日
（
月
） 

計
三
十
日
間 

一
、
開
催
地 

 
 

 

山
口
県
神
社
庁 

一
、
修
了
者 綾

部
八
幡
神
社
禰
宜 

藤
﨑
ま
す
み 

妻
山
神
社
禰
宜 

永
代 

優
仁 

伊
勢
神
社
禰
宜 

古
川 

恭
子 

佐
嘉
神
社
宮
掌 

山
下 

美
幸 
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佐
賀
県
神
社
庁
研
修
所 

 
▽
九
州
地
区
中
堅
神
職
研
修
（
乙
） 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
四
年
九
月
五
日
（
月
） 

～
九
日
（
金
） 

計
五
日
間 

一
、
開
催
地 

 
 

 

佐
嘉
神
社
記
念
館
ほ
か 

一
、
修
了
者 

堤
雄
神
社
禰
宜 
橋
富
太
市
郎 

熊
野
神
社
宮
司 

落
合 
三
城 

太
宰
府
天
満
宮
権
禰
宜 

味
酒 
安
儀 

佐
嘉
神
社
権
禰
宜 

福
川 

明
成 

生
目
神
社
宮
司 

髙
妻 

和
寛 

大
津
日
吉
神
社
禰
宜 

坂
本 

尚
文 

岡
山
神
社
宮
司 

栗
原 
 

潔 

太
宰
府
天
満
宮
権
禰
宜 

松
吉 

保
知 

諫
早
神
社
宮
司 

宮
本 

健
一 

𡈽
器
山
八
天
神
社
宮
司 

朝
日 

芳
彦 

太
宰
府
天
満
宮
権
禰
宜 

熊
谷 

誠
人 

幣
立
神
社
禰
宜 

春
木
早
紀
子 

宮
地
嶽
神
社
権
禰
宜 

植
木 

貴
房 

剣
柄
稲
荷
神
社
権
禰
宜 

宮
永 

 

勝 

太
宰
府
天
満
宮
権
禰
宜 

友
田 

孔
大 

八
幡
宮
宮
司 

田
川 

美
波  

▽
国
民
精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会 

一
、
期
日 

 
 

 

令
和
四
年
九
月
十
二
日
（
月
） 

～
十
三
日
（
火
） 

計
一
日
間 

一
、
開
催
地 

 
 

 

ホ
テ
ル
龍
登
園 

一
、
修
了
者 

 
 

川
浪 

勝
英 

 
 

松
園 

家
晴 

 
 

川
浪
ひ
と
み 

 
 

笠
原 

 

猛 

 
 

村
田 

直
敏 

 
 

永
代
龍
三
郎 

 
 

西
寄 

 

萬 
 

 

中
村 

勝
正 

 
 

東 
 

正
弘 

 
 

北
島 

 

巖 

 
 

吉
戒 

雅
臣 

 
 

北
村 

建
治 

 
 

栗
原 

 

潔 
 

 

有
森 

龍
弘 

 
 

永
井 

孝
徳 

 
 

德
久 

俊
彦 

 
 

百
枝 
直
人 

 
 

佐
野 

安
正 

 
 

重
藤 
薫
範 

 
 

藤
田 

俊
介 

 
 

石
橋 

明
彦 

 
 

落
合 

洲
造 

 
 

岡
本 

長
世 

 
 

野
﨑 

洸
史 

 
 

戸
川 

健
士 

 
 

名
和 

長
高 

 
 

宮
﨑 

浩
司 

以
上
、
二
十
七
名 

  

事
務
報
告  

【
神
職
帰
幽
】 

■
石
井 

和
明 

氏 

 

太
良
嶽
神
社
宮
司
（
二
級
） 

令
和
四
年
九
月
三
十
日
逝
去 

（
享
年 

六
十
八
） 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

【
任 

免
】 

■
妙
見
神
社
権
禰
宜 

本
城 

万
里 

 

唐
津
市
藤
崎
通 

 

妙
見
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず
る 

令
和
四
年
十
月
一
日 

 

■
妙
見
神
社
宮
司
代
務
者 

本
城 

万
里 

 

唐
津
市
高
島 

 

兼
ね
て
塩
屋
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず
る 

 

唐
津
市
二
タ
子 

 

兼
ね
て
二
タ
子
神
社
宮
司
代
務
者
に
任
ず 

 

る 

令
和
四
年
十
月
一
日 

 

■
佐
賀
縣
護
國
神
社
権
禰
宜 

松
田 

晃 

唐
津
市
鏡 

鏡
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 令

和
四
年
十
月
一
日 

 

■
新
北
神
社
権
禰
宜 

川
浪 

雅
英 

 

佐
賀
市
川
原
町 

 

佐
賀
縣
護
國
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 
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■
佐
賀
縣
護
國
神
社
権
禰
宜 

川
浪 

雅
英 

 
佐
賀
市
諸
富
町 

 

兼
ね
て
新
北
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

令
和
四
年
十
月
一
日 

 

【
昇 

級
】 

■
陶
山
神
社
禰
宜 
宮
田 

彩
子 

■
唐
津
神
社
禰
宜 

戸
川 
健
士 

 

神
職
身
分
二
級
と
す
る 

令
和
四
年
九
月
一
日 

 

■
龍
造
寺
八
幡
宮
宮
司 

江
頭 

廣
宣 

 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

令
和
四
年
九
月
十
日 

 

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
報
告
】 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
九
月
十
二
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
九
月
十
二
日 

・
員 

数 

代
表 

第
九
九
代
伊
勢
会 

中
野
武
志
大
神 

他
二
四
名 

 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
九
月
二
十
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
九
月
十
九
日 

・
員 

数 

代
表 

北
島 

千
夏
子 

他
一
名 

 

 

■
武
雄
神
社
宮
司 

武
雄 

哲
司 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日 

・
員 

数 

代
表 

武
雄 

哲
司  

他
四
名 

 

 

自 

令
和
四
年
九
月 

 

一
日 

至 
 

 

仝 
 

 
 

三
十
日 

 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
五
三
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
國
學
院
大
學 

院
友
會
報 

№
三
八
一 

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会 

様 

・
平
安
楽
土 

第
八
九
号 

平
安
神
宮 

様 

・
広
島
県
神
社
庁
報
二
葉 

第
一
四
八
号 

広
島
県
神
社
庁 
様 

・
神
政
ひ
ろ
し
ま 

第
二
八
号 

神
道
政
治
連
盟
広
島
県
本
部 

様 

・
す
い
と
く 

第
八
一
八
号 

竹
駒
神
社 

様 

・
宮
崎
県
神
社
庁
報 

宮
崎
県
神
社
庁 

様 

・
滋
賀
縣
神
社
廳
報 

№
二
〇
九 

滋
賀
県
神
社
庁 

様 

・
令
和
御
大
典
記
念
事
業
記
録
誌 

・
台
風
の
爪
痕―

台
風
被
害
記
録
誌―

」 

千
葉
県
神
社
庁 

様 

・
令
和
２
年
７
月
４
日
に
起
こ
っ
た
こ
と 

 

祭
起
動―

さ
い
き
ど
う
ー 

青
井
阿
蘇
神
社
宮
司 

福
川
義
文 

様 

・
國
學
院
雑
誌 

令
和
四
年
九
月
号 

國
學
院
大
學
文
学
部
資
料
室 

様 

           

寄
贈

書
籍

等
目

録
並

び
に

御
芳

名 

七
五
三
授
与
品
（
千
歳
飴
・
同
袋
） 

そ
の
他
授
与
品
に
つ
い
て 

  

随
時
受
け
付
け
中
で
す
。 

 

御
入
り
用
の
際
は
神
社
庁
ま
で 

御
連
絡
下
さ
い
。 
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